


















































































対象者は本学の日本語コース（2012 年 10 月～2013 年 1月）を受講した日本語学習者 384 名で、レベルによる内訳は
初級 88 名、中級 97 名、中上級 116 名、上級 83 名であった。国籍については、在籍者の多い中国（102 名）、ベトナム
（66 名）、韓国（52 名）、タイ（38 名）、インドネシア（35 名）の 5カ国に絞って分析することにした。対象者の詳細な
内訳は表 1に示す。質問紙は、学習者のレベルや国籍、教室外での日本語使用時間など個人的な背景を問う 15 項目、希
望するビジターの性別や年齢、海外経験などビジターに関する質問 7項目、ビジターセッションの形式やトピックに対

















学習者がビジターセッションを希望するかどうかを調べた結果、表 2、表 3 のようになった。表 2 はレベル別、表 3 は

















回答が最も多かった。レベル別の分析ではどのレベルも 80％以上（初級 92％、中級 88％、中上級 87％、上級 83％）が
「気にしない」と回答し、国籍別の分析では韓国の 73％を除き、どの国籍も 85％以上（中国 85％、ベトナム 95％、タ
イ 86％、インドネシア 97％）が「気にしない」と回答していた。また、中国と韓国の学習者は女性を希望する割合が高
く、国籍と回答の間には有意な関連性が見られた。女性を希望する学習者について詳しく分析したところ、中国の学習
者は 14 名のうち 8名が、韓国の学習者は 11 名のうち 8名が男性学習者であった。 
 希望するビジターの年齢を問う質問では、初級を除く全てのレベルで「気にしない」という回答が最も多く、どのレ
ベルも 40％以上（初級 42％、中級 45％、中上級 45％、上級 47％）であった。レベルと回答の有意差を調べたところ、
初級の学習者は有意に 10-20 代を希望する者が多いことがわかった。一方、国籍別で見た回答では、中国とベトナムの
学習者が「気にしない」を最も多く選び、それぞれ 50％以上（中国 52％、ベトナム 57％）であった。また、韓国、タ
イ、インドネシアは 10-20 代を希望する者が最も多かったが、韓国は他の 2国と比べると 2倍近く多かった（韓国 64％、
タイ 35％、インドネシア 38％）。国籍と回答の間で有意な関連性が見られたのは、韓国の学習者が希望した 10-20 代と、
タイの学習者が希望した 30代以上であった。 
 希望するビジターの職業を問う質問では、レベル別、国籍別のどちらの分析でも「気にしない」という回答が最も多
                                                                 
2 本稿では、期待度数 5 未満の桝が全体の 20 % 以上の場合はカイ 2乗検定ではなく、フィッシャーの直接確率検定を行った。 
表 2 ビジターセッションの希望（レベル別） 
とても 少し あまり 全く 
初級 48 38 2 0 
中級 45 44 3 5 
中上級 39 71 5 1 
上級 26 43 9 5 
 
表 3  ビジターセッションの希望（国籍別） 
とても 少し あまり 全く 
中国 35 61 5 1 
ベトナム 31 32 3 0 
韓国 18 24 6 4 
タイ 16 21 0 1 
インドネシア 11 21 2 1 
 
表 1 質問紙調査の対象者の内訳 
  中国 ベトナム 韓国 タイ インドネシア その他 
初級 18 22 2 5 14 27 
中級 19 10 18 16 7 27 
中上級 51 20 10 8 10 17 
上級 14 14 22 9 4 20 
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かった。レベル別の分析ではどのレベルも 60％以上（初級 60％、中級 68％、中上級 66％、上級 73％）が、国籍別の分













以上（初級 79％、中級 68％、中上級 64％、上級 68％）であった。国籍別においても「気にしない」という回答が最も





上（初級 85％、中級 83％、中上級 76％、上級 77％）であった。また、国籍別の回答においても、どの国も「気にしな



















 (χ2(6)=14.1, p<.05） 
・国籍との間の関連性 






(χ2(6)=17.1, p<.01)  
・就職したい国との関連性 




























・国籍との間の関連性 (p<.01)  
・友達の数との関連性 









4.2 と同様に 4.1 の調査において、「全く」を選んだ学習者を除き、学習者が期待するビジターセッションの内容を分析
した。分析の結果は表 5に示す。 









 (χ2(4)=13.8, p<.01） 
・日本語使用時間との関連性 














































                                                                 















42％、ベトナム 47％、韓国 56％、タイ 48％、インドネシア 48％）であった。 
どのような形式が良いかを問う質問では、どのレベルも「会話練習」、「日本語でのゲーム」という順で好まれていた。
最も多かった「会話練習」はどのレベルも 40％以上（初級 42％、中級 52％、中上級 48％、上級 44％）であった。一方、
国籍においても同じ傾向があり、どの国籍も「会話練習」、「日本語でのゲーム」という順で好まれていた。ただし、中
国以外の国の学習者は「日本語でのゲーム」が平均 21％だったのに対し、中国の学習者は 35％と非常に多かった。 
ビジターセッションでの「教える－学ぶ」の関係を問う質問では、レベル別の分析、国籍別の分析のどちらでも「教
え合いたい」、「教えてもらいたい」、「教えたい」の順で回答が多かった。「教え合いたい」という回答はどのレベル、国
籍でも 50％以上（レベル：初級 75％、中級 66％、中上級 73％、上級 60％ 国籍：中国 68％、ベトナム 55％、韓国 79％、
タイ 53％、インドネシア 73％）であった。 
どのような環境で行うのが良いかを問う質問では、レベル別、国籍別のどちらの分析でも「2-4 名のグループ」、「1
対 1」、「5名以上」の順で多かった。最も多かった「2-4 名のグループ」という回答は、それぞれ 55％以上（レベル：初









回答が多数で、それぞれ 80％以上（レベル：初級 89％、中級 87％、中上級 85％、上級 88％ 国籍：中国 85％、ベトナ








で調査を行った。対象者は、4.1 でビジターセッションに否定的だった韓国出身の学習者 2 名とビジターセッションに




















































表 6 インタビュー調査の対象者 
学習者 A 韓国、男性、2年生 学習者 G 韓国、男性、2年生 
学習者 B 韓国、女性、2年生 学習者 H 韓国、女性、2年生 
学習者 C 中国、女性、2年生 学習者 I タイ、女性、2年生 
学習者 D 中国、女性、3年生 学習者 J タイ、女性、2年生 
学習者 E ベトナム、女性、3年生 学習者 K インドネシア、女性、3年生 
学習者 F ベトナム、男性、3年生 学習者 L インドネシア、男性、2年生 
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ビジターセッションにおいて 1対 1の環境を望む者は、「集中できる（学習者 F）」、「発話機会が多い（学習者 G）」「グ
ループだと上手な人がいた場合に影響を受けるが、1対 1ではその影響がない（学習者 J、K）」などの理由を述べていた。
一方、2-4 人グループで交流したい者は、「1対 1は緊張し、5人以上だと話す機会が少なくなる（学習者 I）」、「人数が
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